
中学吹奏楽部中学吹奏楽部

琴部琴部太鼓部太鼓部

ご
挨
拶

ご
挨
拶

新
緑
が
美
し
く
、
木
漏
れ
日
も
眩
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

春
光
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な

く
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

平
素
は
春
光
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
春
に
は
新
た
に
、
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒

新
緑
の
野
山
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
春
光
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
母
校
へ
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
援
助
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
全
国
各
地
で
起
こ
っ
た
地
震
や
火
災
、

夏
秋
の
記
録
的
な
猛
暑
や
局
地
的
な
大
雨
・
大
雪
な
ど
の
異

常
気
象
に
よ
り
多
く
の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
る
年
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
の
社
会
に
お
け
る
国
際
情
勢
の
不
安
定

さ
や
物
価
上
昇
、
社
会
構
造
の
変
化
に
加
え
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

は
じ
め
と
す
る
技
術
革
新
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
、
そ

し
て
教
育
の
在
り
方
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
特
に
少
子
化
の
進
行
が
強
く
意
識
さ
れ
る
中
で
始
ま
る

高
校
授
業
料
無
償
化
は
、
学
校
教
育
、
と
り
わ
け
私
学
の
存

在
意
義
と
役
割
が
大
き
く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
、
学
校
は
単
に
学
力
を
育
成

す
る
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
徒
が
将
来
を
生
き
抜
く
た
め
の

力
や
価
値
観
を
育
む
場
と
し
て
、
よ
り
本
質
的
な
役
割
を
果

業
さ
れ
た
三
七
一
名
の
方
た
ち
を
会
員
と
し
て
お
迎
え
し
、

共
に
母
校
を
応
援
し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
七
月
に
は
、総
会
並
び
に
橘
翔
会
、橘
幸
会
の
皆
様

と
の
合
同
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
校
発
祥
の
地
に

あ
り
ま
す
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
様
に
は
こ
こ
数
年
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
た
め
し
ば
ら
く
休
館
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
地
で
の
開
催

は
一
旦
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

難
し
い
世
の
中
で
す
が
、京
都
橘
の
皆
様
の
活
躍
を
耳
に
し

ま
す
と
、卒
業
生
と
し
て
誇
ら
し
く
思
う
と
と
も
に
先
輩
と
し

て
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
せ
ね
ば
と
思
い
、小
さ
な
事
で

も
誰
か
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
と
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
活
躍
と

母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
が
掲
げ
る
教
育
理

念「
自
立
・
共
生
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
に
お
い
て
私
た

ち
が
大
切
に
す
べ
き
指
針
で
あ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
考
え
行
動
す
る
力
と
、
他
者
と
共
に
生
き
る
姿
勢
を
育
む

こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
の
京
都
橘
は
、
中
学
校
の「
Ｖ
α

ク
ラ
ス
」一
ク
ラ
ス
設
置
が
二
年
目
と
な
り
、
昨
年
と
同
様

に
多
く
の
入
学
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
専
願
受
験
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
、

こ
れ
か
ら
の
京
都
橘
の
未
来
が
非
常
に
楽
し
み
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
教
育
活
動
で
も
、
探
究
の
授
業
で

は
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く
の
事
業
家
の
方
々
に
生

徒
た
ち
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
学

校
の
枠
を
越
え
た
教
育
活
動
は
生
徒
た
ち
の
人
間
的
成
長
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
に
お
い
て
も
、

生
徒
会
執
行
部
を
中
心
に
生
徒
た
ち
自
身
が
さ
ら
に
楽
し
く

充
実
し
た
橘
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
精
力
的
に
活
動
し
て
お

り
、
そ
ん
な
生
徒
た
ち
の
頼
も
し
い
姿
を
見
な
が
ら
教
職
員

も
生
徒
た
ち
と
共
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
先
の
京
都
橘
が
益
々
元
気
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
学
校
生
活
に

対
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
な
が
ら
努
力
を
積
み
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校　

�

校
長　

安
田 

文
彦

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
春
光
会

�

会
長　

宗　

 

裕
子

	

（
旧
姓　
上
田

�

昭
和
58
年
普
通
科
卒
）
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昨年７月５日（土）に2025年度の総会を京都ブ
ライトンホテルにて開催いたしました。

会員50名　学校関係者４名の参加でした。
総会では「会務報告、会計報告、予算案、役員」が

提案され、いずれの議案も満場一致で承認されました。
総会終了後は、退職教職員の会である「橘翔会」

と卒業生父母の会の「橘幸会」との合同懇親会も同
時に開催し、多くの皆様に参加して頂きました。ビ
ンゴゲームや近況報告、卒業
生によるシャンソンの披露等
で盛り上がり、大変賑やかな
会となりました。最後に校歌
を合唱して閉会いたしました。

会 務 報 告 2025年度
春光会総会報告

【春光会2024年度決算】
自 2024年４月１日 　至 2025年３月31日

自 2025年４月１日 　至 2026年３月31日【春光会2025年度予算】

経常費�
収入の部

項　目 予　算 決　算 増　減 備　考
入 会 金 3,250,000 3,310,000 60,000 @10,000円×331名（高校322名・中学９名）
預 金 利 息 100 1,394 1,294
寄付金収入 180,000 1,080,000 900,000
雑 収 入 10,000 0 △ 10,000 ※感染症拡大防止のため橘祭出店なし（売上なし）

参加費等収入 50,000 354,000 304,000 総会・懇親会

仮 払 収 入 0 0 0
預り金収入 0 0 0
基本財産より戻入 0 0 0
前年度繰越金 6,248,218 6,248,218 0
合　計 9,738,318 10,993,612 1,255,294

収入の部 予算額 備　考
入 会 金 3,680,000 @10,000円×368名
預 金 利 息 100
寄付金収入 1,180,000 @1,000円×1,180口
雑 収 入 10,000
参加費等収入 50,000 新年会参加費等
仮 払 収 入 0
預リ金収入 0
基本財産より戻入 0
前年度繰越金 7,579,345

合　計 12,499,445

支出の部 予算額 備　考
事 業 費 4,500,000 会報印刷・郵送費・入会記念品・懇親会参加費補助　他
支部補助費 200,000 学年・クラス会・クラブ同窓会補助
慶 弔 費 300,000 クラブ関係お祝い金　他
交 通 費 200,000 役員会・会報誌取材時交通費
会 議 費 50,000 役員会用飲料代　他
事 務 費 200,000 役員会案内郵送代、メール便代等
寄 付 金 100,000 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 京都橘中学校・高等学校への事務委託費
雑 支 出 0
予 備 費 0
基本財産へ組入 0
次年度繰越金 6,899,445
合　計 12,499,445

単位 ： 円

支  出
一 般 会 計 へ 0
翌年度繰越金 12,574,765

合　計 12,574,765

基本財産
収  入

受 取 利 息 4,130
組 入 金 0
前年度繰越金 12,570,635
合　計 12,574,765

財産目録�

経 常 費 の 部
現　 金 0

京都銀行 普通預金 5,432,927
ゆうちょ銀行 振替口座 2,146,418

基本財産の部 京都銀行 定期預金 4,000,000
普通預金 8,574,765

合　計 20,154,110

支出の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

事 業 費 3,500,000 2,956,523 △ 543,477 会報発行費用・卒業記念品 等
支部補助費 200,000 100,000 △ 100,000 同窓会補助　7件

慶 弔 費 300,000 140,000 △ 160,000 バレーボール部・吹奏楽部・サッカー部・太鼓部・ロボプロ祝い金
交 通 費 200,000 42,000 △ 158,000 役員交通費
会 議 費 50,000 2,813 △ 47,187 役員会飲料

事 務 費 200,000 22,931 △ 177,069 切手・ハガキ・残高証明書発行手数料 等
寄 付 金 100,000 100,000 0 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 50,000 0 業務委託料
予 備 費 0 0 0
仮 払 支 出 0 0 0
預リ金支出 0 0 0
前期末未払金 0 0 0
期末未払金 0 0
基本財産へ組入 0 0 0
次年度繰越金 5,138,318 7,579,345 2,441,027
合　計 9,738,318 10,993,612 1,255,294

単位 ： 円

４月８日	 �中学・高等学校入学式　
臨席

6月17日	 役員会
6月29日	 春光会総会
	 （京都ブライトンホテル）
7月	 �女子バレーボール部、陸上

競技部　全国IH出場
	 太鼓部
	 　�全国高校総合文化祭出場
	 　（お祝い金贈呈）

9月7日	 役員会
11月	 吹奏楽部
	 　マーチング全国大会出場
	 　（お祝い金贈呈）
12月	 女子バレーボール部
	 　春の高校バレー出場
	 男子サッカー部
	 　�全国高校サッカー選手権

大会出場
	 　（お祝い金贈呈）

2月1日	 役員会
2月	 ロボットプログラミング部
	 　U-16全国大会出場
	 　（第 3位入賞）
	 　（お祝い金贈呈）

2月28日	 春光会入会式
3月1日	 高等学校卒業式　臨席
3月18日	 中学校卒業式　臨席

2024年

2025年
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2024年４月～2025年３月

２
０
２
５
年
度

春
光
会
役
員

会
　
　
長

宗　
　

裕
子
（
昭
58
卒
）

副
会
長

森
安　

優
子
（
昭
61
卒
）　

西
村　

育
恵
（
昭
61
卒
）

会
　
　
計

松
井　

京
子
（
昭
44
卒
）　

平
野
万
里
子
（
昭
63
卒
）

会
計
監
査

池
田　

美
和
（
昭
63
卒
）　

髙
橋　

弘
美
（
昭
62
卒
）

常
任
委
員

井
上　

和
子
（
昭
58
卒
）　

森　
　
　

芳
（
昭
62
卒
）　

寺
田　

由
香
（
平
１
卒
）　

小
松　

里
奈
（
平
５
卒
）　

中
辻　

道
子
（
平
５
卒
）　

村
上　

香
織
（
平
５
卒
）　

幡
井　

信
子
（
平
11
卒
）　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）



どんどん開こう

同窓会

「ファミリー学費減免奨学金」制度

高校卒業式を翌日に控えた２月27日、 
フェスティバルホールにて、春光会入
会式を行いました。新たに同窓会会
員になられる122期365名の皆さんへ宗
会長よりメッセージを贈り、入会記念品
として「ロゴマーク入り真空二重マグカッ
プ」を贈呈いたしました。シンプルな
デザインになっており、卒業後の新生
活でもご活用いただけると思います。

20～	50人	 10,000円
51～	100人	 15,000円
以上、50人を超える毎に
5,000円アップします。

＊�補助を受けた場合、会報等で紹介したいので、
報告書、写真と案内対象者の名簿をご提出 
ください。

氏　名 卒　業

岡田ふさ子 昭20卒・第二本
藤井　昭子 昭25卒・普
窪田ヨシ子 昭35卒・被
髙嶌佐知子 昭35卒・被
川口　良子 昭37卒・被
松井　京子 昭44卒・被
細見佳壽子 昭48卒・商
中川　一惠 昭51卒・普
安積　雅子 昭52卒・普
梅川　嘉子 昭54卒・普
宗　　裕子 昭58卒・普
村上夕美子 昭58卒・普
平野万里子 昭63卒・普

ご寄付をいただいた方 （々敬称略）

案内送付対象者数

入 会 式

嬉しいことに、兄弟姉妹や親子二代、三代で京都橘中学校・高
等学校にご入学いただくケースが増えています。兄弟姉妹が本校に
同時在学、または兄弟姉妹・
父母が本校卒業生の場合、入
学金相当額が免除されます。

是非「橘ファミリー」
に！

京都橘中学校・高等学校春光会� 2026. 5. 1 発行（3）
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同窓会補助金制度

春光会に対して、会員の方々からご寄付
をいただきました。氏名を掲載し、お礼に代
えさせていただきます。引き続き一口千円の
寄付を受け付けていますので、同封の振込
用紙でお願いいたします。住所、氏名と通
信欄の寄付の欄に「口数、金額」をご記入
ください。あわせて、卒業年、科も忘れずに
ご記入ください。

寄付金のお礼とお願い

春光会では、学年、コース、クラス、クラブ単位等の同窓会開催、企画を援助
するための補助制度を設けています。はたちを祝う会（20歳）、半世紀（50歳）、
還暦（60歳）等、節目の年に開催されるケースもあります。開催をご計画の方は
事務局までご一報ください。（連絡先はP.８をご参照ください）

卒業して60年近く、毎年のように同窓会が開かれ、
先生方もいつもお元気で参加していただいておりま
す。私達も今年は喜寿を迎え、先生にはお祝いをし
ていただき感謝しております。
２時間程の会でしたが、「あの時はな…」と和気あ
いあいで楽しく過ごしました。

久しぶりに集まった顔ぶれで、和気
あいあいと歓談を楽しみました。ビ
ンゴゲームでは大いに盛り上がりま
した。

３月15日、120期Sコース同窓会を
行いました。先生方を含め62名にお
越しいただき、ゲーム等の企画も行
い、大盛況となりました。

1967年被服科卒
３年６組同窓会� 2025.11.７

2024年卒　120期生
Aコース同窓会� 2026.１.10

2024年卒　120期生
Sコース同窓会� 2026.３.15

学校のホームページ
「同窓会」ページから

申請書等のダウンロードもできます。
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達
も
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

共
に
泣
き
、
笑
い
合
っ
た

日
々
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。そ
ん
な「
来
る
も
の

拒
ま
ず
、
去
る
者
追
わ
ず
…
」

で
出
会
っ
た
生
徒
た
ち
。
縁

あ
っ
て
こ
の
京
都
橘
で
出

会
っ
た
一
人
ひ
と
り
が
、
自

分
を
大
事
に
で
き
る
人
で

あ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

京
都
橘
は
こ
れ
か
ら
先
も
、

ま
だ
ま
だ
変
化
し
続
け
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の「
変
化
を

楽
し
む
人
で
あ
れ
」と
願
い

ま
す
。

ん
な
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。

「
口
出
し
は
し
な
い
け
ど
、

教
室
の
端
で
見
て
い
る
。
ど

う
し
て
も
と
い
う
時
に
助
け

て
く
れ
る
。
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
と
い
う
安
心
感
は
大

き
か
っ
た
。」
こ
の
言
葉
は
、

今
も
大
切
な
宝
物
で
す
。

振
り
返
れ
ば
、
生
徒
・
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
育
て
て
い

た
だ
い
た
教
員
生
活
で
す
。

す
べ
て
の
出
会
い
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も「
京
都
橘
に
来

て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
、

帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

三
方
よ
し
の
学
校
づ
く
り

出
会
い
に
感
謝
を
込
め
て

三
〇
年
間
の
変
化
と
と
も
に

私
は
京
都
橘
で
教
育
に
携
わ

れ
て
、と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

単
に
教
科
で
生
徒
に
学
力
を

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、人
間
教
育

と
い
う
か
、社
会
の
一
員
と
し
て

の
あ
り
方
に
も
力
を
入
れ
た
教

育
を
実
践
し
て
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。大
学
で「
環
境
と
公
害
」

に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、

総
合
講
座
と
い
う
授
業
を
担
当

二
〇
〇
八
年
度
、
二
七
歳

で
本
校
へ
着
任
し
、
一
〇
五

期
の
英
語
授
業
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
顧
問
は
バ
ト
ン
部
。
球
技

一
筋
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、

バ
ト
ン
と
の
出
会
い
は
予
想

外
で
し
た
が
、
懸
命
に
練
習

す
る
生
徒
た
ち
の
姿
に
背
中

を
押
さ
れ
、
毎
日
足
を
運
び

ま
し
た
。
や
っ
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
必
ず
学
び
が
あ
る

︱
今
も
ス
タ
ジ
オ
で
ラ
イ

普
通
科
が
総
合
進
学
コ
ー

ス
、
特
別
進
学
コ
ー
ス
に
改

編
さ
れ
た
一
九
九
五
年
に
こ

の
京
都
橘
に
入
職
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
今
年
で
三
〇
年
。

思
え
ば
、
国
際
コ
ー
ス
の
設

置
、
女
子
高
か
ら
男
女
共
学
、

中
学
校
開
校
な
ど
大
き
な
変

化
を
し
て
き
た
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
変
革
と
共

す
る
事
が
で
き
て
、現
代
の
社
会

問
題
を
生
徒
と
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、学
年
委
員
会
と
い
う
生

徒
の
自
治
組
織
を
担
当
す
る
こ

と
も
多
く
、夏
休
み
な
ど
を
利
用

し
て
合
宿
を
行
い
、生
徒
同
士
の

意
見
の
交
流
で
信
頼
関
係
を
深

め
て
い
っ
た
活
動
が
、懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
社
会
は
一
層
複
雑
化

テ
ィ
ン
グ
を
操
作
す
る
た
び

に
、あ
の
頃
の
日
々
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。

あ
れ
か
ら
一
九
年
。
多
く

の
生
徒
た
ち
と
出
会
え
た
こ

と
を
、
今
回
改
め
て
振
り
返

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｈ
Ｒ
や
行
事
準
備
の
際
は
教

室
に
足
を
運
び
、
生
徒
た
ち

の
様
子
を
見
守
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
感
じ
取
っ
て
く
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
卒
業
式
に
こ

に
、
こ
の
三
〇
年
間
を
歩
ん

で
き
た
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
て
い
ま
す
。

保
健
室
は
担
任
の
先
生
や

教
科
担
当
の
先
生
と
は
違
い
、

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

限
ら
れ
た
一
部
の
生
徒
だ
け

で
す
。
で
も
違
う
立
場
だ
か

ら
こ
そ
、
保
健
室
だ
か
ら
こ

そ
関
わ
る
こ
と
の
で
き
た
人

し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
見
合
う
教

育
も
変
化
し
て
い
ま
す
。近
江
商

人
は
心
得
と
し
て「
売
り
手
よ
し
、

買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
」の
三

方
よ
し
の
商
売
を
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
橘
教
育
も「
教
師
は

人
間
味
あ
ふ
れ
る
質
の
高
い
教

育
を
行
い
、生
徒
・
保
護
者
に
信

頼
さ
れ
、
そ
し
て
、
世
間
の
評
判

も
よ
い
」そ
ん
な
学
校
づ
く
り
を

今
後
も
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
、橘
の
発

展
を
期
待
し
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
是
非
、
母
校
の
評
判
な

ど
、
ご
意
見
を
寄
せ
て
頂
き
、
暖

か
く
見
守
っ
て
頂
け
た
ら
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
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�
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史
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�

丸
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千
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�
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122期生の研修旅行先の沖縄にて

在職時の
窪田先生

124期生の研修旅行先の
ベトナム・ハノイにて
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中
学
生
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

始
め
、憧
れ
て
い
た
橘
に
入
学

し
て
、三
年
間
と
は
思
え
な
い

程
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
国
内
様
々
な
会
場
で
演

奏
し
、二
回
海
外
遠
征
に
も
行

き
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
高
校
三

年
で
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
遠
征
は
、

自
分
の
中
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

時
折
、自
分
の
人
生
は
太
い

橘
の
木
の
幹
に
支
え
ら
れ
生
き

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

出
会
い
は
八
三
年
前
、
小

学
校
六
年
の
一
月
。四
月
か
ら

進
学
す
る
女
学
校
選
び
に

迷
っ
て
い
た
時
、偶
然
近
所
の

Ｋ
子
さ
ん（
京
都
高
等
手
芸
女

学
校
在
学
中
）に
お
目
に
か
か

り
、
学
校
の
様
子
な
ど
お
聞

き
し
て
い
る
中
で
先
生
と
生

徒
の
信
頼
関
係
に
子
供
な
が

ら
心
を
打
た
れ
、
そ
の
場
で

「
手
芸
女
学
校
」を
受
験
す
る

決
心
を
し
ま
し
た
。

ト
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。三

年
生
と
し
て
、た
く
さ
ん
ソ
ロ
も

演
奏
し
ま
し
た
。元
々
練
習
は

好
き
で
し
た
し
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、ア
メ
リ
カ

で
演
奏
し
た
時
の
お
客
様
の
歓

声
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
よ
う
な
盛
大
な
歓
声
を
浴

び
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で

幸
い
入
学
許
可
さ
れ
、第
一

本
科
四
年
、専
攻
科
二
年
の
六

年
間
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、期
待

通
り
の
教
育
熱
心
な
雰
囲
気
と

先
生
方
の
熱
心
な
ご
指
導
に
引

き
込
ま
れ
、楽
し
い
学
校
生
活

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、当
時
の
日
本
は
太

平
洋
戦
争
の
真
っ
た
だ
中
、学

徒
動
員
令
に
よ
り
学
業
を
放

棄
し
軍
需
工
場
へ
通
う
毎
日

を
経
験
し
、八
月
に
敗
戦
。
激

し
い
虚
脱
感
の
な
か
、「
こ
れ

で
学
校
へ
戻
れ
る
！
」と
い
う

喜
び
に
友
達
と
手
を
取
り

し
た
。あ
の
と
き
、「
も
っ
と
上

手
く
な
り
た
い
！
」「
聴
い
て
く

だ
さ
る
方
に
喜
ん
で
も
ら
い
た

い
！
」と
強
く
思
い
ま
し
た
。

私
は
今
、東
京
都
の
新
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

と
い
う
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
と
し
て
所

属
し
て
い
ま
す
。プ
ロ
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
の
も
、
橘
で
の

あ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
、自
分
が
好
き
な
も
の
を
仕

事
に
で
き
て
い
る
事
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
自

分
の
課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

合
っ
て
小
躍
り
し
ま
し
た
。

卒
業
後
数
年
経
て
母
校
の
教

員
に
採
用
さ
れ
、三
三
年
間
在

職
し
ま
し
た
。社
会
人
一
年
生

の
私
は
恩
師
や
先
輩
の
先
生
方

と
共
に「
教
員
」と
い
う
未
知

の
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

諸
先
生
方
の
温
か
な
ご
指
導
や
、

時
に
は
厳
し
い
叱
咤
激
励
を
受

け
な
が
ら
成
長
で
き
た
こ
と
を

あ
り
が
た
く
思
い
出
し
ま
す
。

今
年
九
五
歳
に
な
り
、
私

の
中
の「
橘
の
木
」は
老
木
と

な
り
、
枝
葉
は
多
少
枯
れ
落

ち
ま
し
た
が
、幹
は
健
在
で
す
。

残
り
少
な
い
日
々
と
な
り
ま

し
た
が
、
古
く
な
っ
た
幹
に
、

新
し
い
枝
葉
を
ひ
と
つ
で
も

育
て
な
が
ら
一
日
一
日
を
大
切

に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
、

今
日
こ
の
頃
で
す
。

「
京
都
橘
」と
の

�

出
会
い
と
学
び
と

橘
で
の
経
験
が
原
動
力

橘
は
第
二
の
ホ
ー
ム

二
人
と
も
Ｖ
コ
ー
ス
の
二
期
生
と

し
て
、こ
の
橘
に
入
学
し
ま
し
た
。六

年
間
と
い
う
長
い
年
月
を
、と
も
に

過
ご
し
て
き
た
仲
間
。そ
の
思
い
出

は
、今
で
も
強
く
心
に
残
り
続
け
て

い
ま
す
。ど
こ
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
仲
が

良
く
、文
化
祭
等
の
行
事
で
一
致
団

結
で
き
る
い
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。部
活

動
で
は
他
の
コ
ー
ス
と
の
交
流
も
あ

り
、ク
ラ
ス
の
垣
根
を
越
え
て
、色
々

な
意
見
や
考
え
を
持
っ
た
人
と
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
う
し
た

中
で
、私
た
ち
は
周
り
の
人
と
協
力

し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
こ
の
橘
で

学
び
、そ
れ
は
社
会
人
と
し
て
働
き

出
し
て
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、大
変
だ
っ
た
大
学
受
験

期
。た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
そ
ば
で

見
守
り
、支
え
続
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。先
生
方
は
い
つ
で
も
心
強
い

味
方
で
、私
た
ち
の
自
信
に
つ
な
が

り
、楽
し
い
大
学
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。卒
業
し
て
か
ら
も

先
生
方
と
の
交
流
は
続
い
て
お
り
、

二
人
で
足
を
運
ぶ
と
い
つ
も
あ
た
た

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

そ
ん
な
京
都
橘
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
仲
間
・
先
生
と
の

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
特

別
な
場
所
。私
た
ち
の
第
二
の
ホ
ー

ム
で
す
！
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会員からの

元
担
任
の
早
見
先
生
と

生徒玄関前の
橘の木

在
学
時
の

吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
と



私
立
高
校
全
体
に
お
け
る
志
願
者
数
や
平
均
倍

率
は
、
前
年
度
か
ら
大
き
な
変
動
は
な
く
概
ね

横
ば
い
の
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
も
本
校
は
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
志
願

者
に
受
験
し
て
い
た
だ
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
国
公
立
大
学
進
学
を
目
指
す「
選
抜

類
型
」は
、コ
ー
ス
別
倍
率
が
一
一・七
倍
に
達
し
、

府
内
私
学
の
中
で
も
際
立
っ
た
注
目
を
集
め
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、二
〇
二
六

年
度
は
募
集
定
員
の
二
六
〇
名
を
大
き
く
上
回

る
外
部
入
学
者
三
二
六
名
、
内
部
進
学
者
を
あ

わ
せ
て
計
四
〇
三
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
す
。

新
し
い
仲
間
が
も
た
ら
す
活
気
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、教
職
員
一
同
、一
人

ひ
と
り
の
成
長
を
支
え
る
教
育
に
心
を
込
め
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校

九
〇
名
募
集
体
制
に
よ
る
一
学
年
三
ク
ラ
ス

編
成
は
、
昨
年
度
の
完
成
年
度
を
経
て
、
二
〇 

二
六
年
度
に
は
全
学
年
三
ク
ラ
ス
ず
つ
の
計
九

ク
ラ
ス
体
制
が
完
全
に
定
着
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
入
学
者
と
混
ざ
ら
ず
に
純
粋
な
中

高
六
年
一
貫
教
育
を
行
う「
Ｖ
α
ク
ラ
ス
」は
、

募
集
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
募
集
二
年
目
と
な
る
Ｖ
α

ク
ラ
ス
の
圧
倒
的
な
人
気
上
昇
で
す
。
昨
年
度

の
の
べ
三
七
八
名
か
ら
、本
年
度
は
の
べ
四
四
九

名
へ
と
大
幅
に
志
願
者
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
学

校
全
体
の
総
志
願
者
数
も
、
昨
年
度
の
五
七
九

名
か
ら
の
べ
六
七
五
名
へ
と
大
き
く
伸
長
し
、

京
都
府
内
の
私
立
中
学
校
で
第
三
位
、
平
均
出

願
競
争
率
は
七・
三
倍
を
記
録
し
て
府
内
第
二

位
の
人
気
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
は
計
一
〇
二
名
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
Ｖ
α
ク
ラ
ス
が
三
〇
名（
一
ク
ラ
ス
）、Ｖ
ク
ラ

ス
が
七
二
名（
二
ク
ラ
ス
）の
編
成
で
新
年
度
を

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
少
人
数
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
指
導
が
可
能
な
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

構
成
と
な
り
ま
し
た
。

高
等
学
校

二
〇
二
六
年
度
入
試
は
、
二
類
型
・
進
路
別

ク
ラ
ス
編
成
が
受
験
生
や
保
護
者
の
皆
様
に
広

く
浸
透
し
、
本
校
独
自
の
教
育
ス
タ
イ
ル
が
確

立
さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
完
成
年
度
を
経

て
、
さ
ら
な
る
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す
新

た
な
展
開
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
京
都
府
内
の

二
〇
二
六
年
度
入
試
は
、
公
募
制
推
薦
入
試

に
お
い
て
、学
力
試
験
に
加
え
、小
論
文
や
面
接

な
ど
多
面
的
・
総
合
的
評
な
評
価
が
行
わ
れ
、

各
大
学
の
出
願
書
類
に
志
望
理
由
書
や
学
修
計

画
書
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
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■国公立大学（57名）
京都大学� １名
大阪大学� ３名
神戸大学� １名
北海道大学� ３名
京都工芸繊維大学� ２名
京都教育大学� １名
京都府立大学� １名
大阪公立大学� ５名
奈良県立医科大学� １名
奈良県立大学� １名
滋賀大学� ３名
滋賀医科大学� ２名
滋賀県立大学� ２名
兵庫県立大学� １名
神戸市外国語大学� １名
名古屋工業大学� １名
東京外国語大学� １名
横浜国立大学� １名
広島大学� １名
福井大学� １名
長崎大学� １名
高知大学� ３名
徳島大学� １名
香川大学� １名
信州大学� １名
長野大学� １名
富山大学� １名
鳴門教育大学� １名
高知県立大学� ２名
高知工科大学� ３名
島根県立大学� １名
琉球大学� １名
名桜大学� １名
� 他

■私立大学（1,924名）
同志社大学� 28名
立命館大学� 73名
関西大学� 32名
関西学院大学� ７名
早稲田大学� ２名
慶應義塾大学� １名
明治大学� ３名
立教大学� １名
青山学院大学� ２名
法政大学� ３名
中央大学� ２名
近畿大学� 134名
龍谷大学� 93名
京都産業大学� 51名
甲南大学� ３名
京都橘大学� 1,261名
大和大学� ９名
追手門学院大学� 17名
摂南大学� 24名
同志社女子大学� 28名
京都女子大学� 18名
関西外国語大学� 13名
佛教大学� 12名
大阪工業大学� 16名
武庫川女子大学� ５名
立命館アジア太平洋大学� １名
関西医科大学� ３名
埼玉医科大学� １名
順天堂大学� １名
産業医科大学� １名
藤田医科大学� ２名
京都薬科大学� ２名
大阪医科薬科大学� １名
� 他

年
内
実
施
の
指
定
校
推
薦
・
内
部
推
薦
入
試
、総

合
型
選
抜（
Ａ
Ｏ
入
試
）、学
校
推
薦
型
選
抜（
公

募
制
推
薦
）入
試
に
加
え
、年
明
け
の
共
通
テ
ス

ト
、私
立
大
学
一
般
入
試
、国
公
立
大
学
二
次
試

験
ま
で
、最
後
ま
で
自
ら
の
進
路
実
現
に
向
け
粘

り
強
く
挑
戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、二
〇
二
六
年
度
入
試
で
は
、難
関

国
立
十
大
学
と
医
学
科（
十
名
）の
合
格
が
出
て

お
り
、国
公
立
大
学
へ
は
合
計
五
七
名
が
合
格
し

ま
し
た
。
私
立
大
学
で
は
、
早
慶
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

一
四
名
、
関
関
同
立
一
三
七
名
、
産
近
甲
龍

二
八
一
名
、
京
都
橘
大
学
一
二
六
一
名（
内
部
進

学
七
八
名
を
含
む
）等
、延
べ
一
九
二
四
名
が
合

格
し
ま
し
た
。ま
た
、上
位
校
へ
の
進
学
に
加
え
、

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
に

所
属
す
る
生
徒
も
誕
生
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。六
年
間
、三
年
間
に
わ
た
り
温
か
く

見
守
り
支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
に

も
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

を
、教
職
員
一
同
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

た
。大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、出
願

方
法
が
高
等
学
校
か
ら
の
一
括
出
願
か
ら
Ｗ
ｅ

ｂ
出
願
へ
と
変
更
さ
れ
、
登
録
・
変
更
・
受
験

票
取
得
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
Ｗ
ｅ
ｂ

上
で
行
う
方
式
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
制
度
変
更
の
中
、秋
の
入
試
が
始
ま

り
、で
き
る
だ
け
早
く
進
路
先
を
確
定
し
た
い
と

い
う
三
年
生
が
増
え
、総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦

型
選
抜
を
利
用
す
る
受
験
生
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
年
明
け
の
一
般
入
試
で
は
、受
験
生
の
学

力
層
に
よ
る
二
極
化
が
進
み
、
関
関
同
立
で
は
、

一
般
入
試
へ
回
帰
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
課
程
入
試
初
年
度（
昨
年
度
）の
受
験
生
が
既

卒
生
と
し
て
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、難
関
大
学

へ
の
挑
戦
姿
勢
が
強
い
受
験
生
も
増
加
し
ま
し

た
。新
課
程
二
年
目
と
な
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
で
は
、
現
役
生
の
志
願
は
微
減
と
な
る
一
方
、

既
卒
生
は
七
年
ぶ
り
に
増
加
と
な
り
二
年
連
続

微
増
と
な
り
ま
し
た
。難
易
度
に
つ
い
て
は
予
想

ど
お
り
、
文
系
・
理
系
と
も
に「
難
化（
平
均
点

ダ
ウ
ン
）」し
ま
し
た
が
、
国
公
立
大
学
の
志
願

倍
率
は
昨
年
並
み
の
約
四・三
倍
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
一
二
二
期
生
三
六
五
名
は
、

学校
の
近況

入
試
状
況

入
試
状
況

進
路
状
況

進
路
状
況

主な合格者数� （４月１日現在）



ご期待ください！

橘祭
2026 ご期待

ください！

７月	 ⃝太鼓部　全国高等学校総合文化祭〈郷土芸能部門〉
	 　� 　　 　　
	 ⃝男子サッカー部
	 　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）� ６回目の出場
	 ⃝陸上競技部
	 　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
	 　　女子４×400mリレー �  第２位
	 　　女子４×100mリレー �  第６位
� 17大会連続24回目の出場
	 ⃝ロボットプログラミング部
	 　WRO Japan 2025　公認　京都予選会
	 　�  ジュニアミドル部門　第１位～第３位
8月	 ⃝女子バレーボール部
	 　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
� 26大会連続28回目の出場
９月	 第78回国民スポーツ大会　ビーチバレー（少年女子）
	 　井上　歩美 �  優勝
	 第78回国民スポーツ大会　バレーボール（少年女子）
� 京都橘単独チームで出場
10月	 第78回国民スポーツ大会　陸上競技
	 　（成年少年女子共通）
	 　　４×100mリレー　第１走者、第３走者 �  第８位
	 　（少年女子B）
	 　　100m　﨑山 姫花 �  第６位
11月	 ⃝吹奏楽部　全日本マーチングコンテスト
	 　� 　　 　　

12月	 ⃝男子サッカー部
	 　全国高等学校サッカー選手権大会�  ３年連続12回目の出場
	 ⃝吹奏楽部
	 　台湾遠征
１月	 ⃝女子バレーボール部
	 　全日本バレーボール高等学校選手権大会� 28回目の出場
	 ⃝ロボットプログラミング部
	 　U-16プログラミングコンテスト CHaser 全国交流大会　出場
	 　　中学　竹内 優祐�  ITジュニアU-16賞2026を受賞
２月	 ⃝ロボットプログラミング部
	 　日本情報オリンピック　出場
	 　　高校　加藤 大晏 
３月	 ⃝女子バレーボール部
	 　全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会
	 　 �  ベスト８

９月11日（金）・12日（土）
に母校で橘祭（文化祭）
が開催されます。

２日目の土曜日は卒業
生も参加可能です。是

非ご来場いただき、生徒会を中心に後輩たちが創り上げる「橘
文化」をご体感ください。

※ご来場の際は、受付でご記帳ください。
※�イベントの詳細、最新情報は学校のホームページでご確認ください。
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★男子サッカー
Ｊリーグ入団Ｊリーグ入団
ヴィッセル神戸

122期生　伊藤　湊太 選手

卒業生卒業生のの活躍活躍

2025 年４月～ 2026 年３月TOPICS

◆�各クラス・クラブによる展示・模擬店／クラブによるホール発表／
中庭ステージ／有志によるグラウンドステージ　教員スペシャルバ
ンドも登場！／生徒会企画
◆�TACHIBANA MARCHE　キッチンカーや地元商店街のご協力
による出店
など楽しい催しが盛りだくさん！

2026年9月12日　 9：30～15：00（予定）土

金 賞金 賞
〈５年連続〉〈５年連続〉

優良賞優良賞



本年度の春光会総会を下記のとおり開催いたします。 総会後の 
懇親会は、今年も春光会、橘翔会（退職教職員の会）、橘幸会（卒
業生の保護者の会）三団体合同での開催となります。 ホテルの美味
しいお料理をいただきながら懐かしいひとときをお過ごしくださいま
すようご案内申し上げます。

懐かしい恩師もたくさんお越しのことと思います。 同窓生の皆様
お誘いあわせの上、ぜひご参加ください。

2026 年７月竣工予定の新校舎の見学会と茶話
会を企画中です。（2026 年10月17日（土）を予定）

当日は３階のホールにて吹奏楽部の皆さんに特
別なステージを披露いただく予定です。

日程や申込方法等は、決定次第 HPに詳細を掲
載いたしますので、ぜひお越しください。
※�急な変更が生じる場合があります。その際はご容赦く
ださい。

京都橘学園は、皆さまにより身近に情報をお届けす
るため、LINE公式アカウントを開設しております。�
各学校からの様々なお知らせを発信してまいります
のでぜひご登録ください。

▼ご登録方法

二次元コードを読み取る
またはLINEアプリで
「@340dxigq」を検索

春光会総会・三団体合同懇親会のご案内

◆  日　時	 2026年７月４日（土）
	 午前10時30分から午後2時
	 （受付は10時）

◆  場　所	 京都ブライトンホテル
	 京都府京都市上京区
	 新町通中立売下る仕丁町330　
	 TEL　（075）441-0489
地下鉄烏丸線「烏丸御池駅」2番出口付近から
無料シャトルバスサービスあり
・地下鉄烏丸御池駅２番出口を出て直進　約100m
　（御池通り沿い室町通手前付近に停車）　　　　　　　　
・烏丸御池駅発：8時20分発以降、毎時00分・20分・40分（20分毎）

◆  内　容　会務・会計報告・懇親会
◆  参加費　春光会員4,000円
	 （コース食事代込）
	 ○�ご出席のお申込みは会費の納入をもって受付とさせていただきます。
	 ○�準備の都合上、お振込みは６月24日（水）までにお願いいたします。
	 ○�次年度（2027年度）は京都ブライトンホテルが改修工事に入るた

め、別会場を予定しております。
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・�会報誌がご実家に届いている場合は、ご本人に転送いただけ
れば幸いです。

・�住所等登録内容に変更がある場合は、HPの登録データ変更フォー
ムからお知らせください。
https://www.tachibana-hs.jp/reunion/date-change/

・�同窓会の活動につきまして、アイデアやご要望がありましたら 
お知らせください。

〒612-8026　京都市伏見区桃山町伊賀50
T E L：075-623-0066　F A X：075-601-2125
E-mail：shunkou@tachibana-hs.jp
https://www.tachibana-hs.jp/ 

山本 悦生先生
2025年４月ご逝去
1974年度～2010年度�
� 数学科教員

西村 均先生
2025年２月ご逝去
1994年度～1998年度�
� 英語科教員

宮崎 眞知子先生
2026年１月ご逝去
1976年度～1997年度�
� 国語科教員

小栁 博嗣様
2025年２月ご逝去
2013年度～2016年度�
� 事務職員

春光会事務局
京都橘中学校・
高等学校内

謹んでお悔やみ申し上げます。

事務局より

新校舎見学会のご案内

学校法人京都橘学園

LINE公式アカウント開設！

訃 　 報

記

●参加予定教職員（４月１日現在）　敬称略
　退職教職員：�稲吉 陽作・安養寺 弘子・大竹 台吉・河村 知治・窪田 隆夫・小林 登代・汐崎 啓子・
	 田中 明美・仲村 靖・藤田 秀夫・森田 一美・若林 一也・北井 香苗
　現 教 職 員：安田 文彦・藤本 義徳・石田 真希子・丸尾 千恵美・結城 史訓

※今後ご参加が決定の先生方につきましては、学校ホームページ内「同窓会」ページでお知らせします。ご注目ください。
　https://www.tachibana-hs.jp/reunion/

懐かしい卒業生や先生方とお会いできる機会です。

本校
発祥の地

2026
年 度


